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第 4問 

問 4 a 

（式） 

亜鉛は、6.54 g÷65.4 g/mol＝0.10 mol存在する。 

この反応は、Zn + 2HCl ➝ ZnCl2 + H2であるから 

発生する水素ガスは 0.10 mol×22.4 L＝2.24 L 

（答え）  2.24 L 

 

問 4 b 

（式） 

反応前の塩酸は 3.00 mol/L×300/1000＝0.9 mol存在し、反応後に残っている塩酸は 0.7 molで

ある。この反応は亜鉛と塩酸は 1：2で反応するため、 

0.35 mol×65.4 g/mol≒22.9 gの亜鉛をまだ溶かすことができる。 

（答え）  22.9 g 

 

第 5問 

問 2 a   

 

 

問 2 b  

NH3  +  H2O →  NH4
+  +  OH－ 



第 5問 

問 2 c  

（式） 

 

0.025 mol/250 mL＝0.1 mol/L 

[OH－]＝0.1 mol/L×電離度 0.010＝0.001 mol＝1.0×10－3 

 

（答え）  1.0×10－3 mol/L 

 

問 2 d  

（式） 

上記より[OH－]＝1.0×10－3 

Kw＝[H+] [OH－]＝1.0×10－14mol2/L2 

[H+] ＝Kw /[OH－]＝1.0×10－14mol2/L2/1.0×10－3mol/L＝1.0×10－11mol/L＝pH 11 

（答え）  11 

 

第 6問 

問 2 a  

反応容器にH2O2が残っている間は、滴下したMnO4
－（赤紫色）は反応して直ちにMn2＋（無

色）になる。しかし、H2O2がなくなると、MnO4
－の色が消えなくなる。この時が滴定の終点

となる。 

 

 

問 2 b  

2KMnO4 + 5H2O2 + 3H2SO4 → 2MnSO4 + 5O2 +8H2O +K2SO4 

 

問 2 c 

（式） 

KMnO4とH2O2は 2：5で反応する。過酸化水素水のモル濃度を C（mol/L）とすると、 

1.0×10－2 mol/L×8.0/1000 L：C（mol/L）×20/1000 L ＝ 2：5 

C＝1.0×10－2 mol/L 

（答え）  1.0×10－2 mol/L 
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